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1. 20年後年後年後年後のののの土浦土浦土浦土浦ストーリーストーリーストーリーストーリー 

2025 年、土浦市は日本国内でも有数の活気のある都市として復活復活復活復活

した。かつての衰退一方の頃の面影はなく、隣接するつくば市、牛久

市と共にその役割を補完しあう都市都市都市都市となっていた。 

まず、土浦市の最大の特色は観光産業観光産業観光産業観光産業にある。筑波山→新治フルー

ツライン→霞ヶ浦を周遊するバスツアーが盛況を収め、新治地区は日

本有数の果樹園エリアとなり活性化している。霞ヶ浦においては親水

公園が新たなデートスポットとして注目され、首都圏の喧騒に飽きた

人で静かににぎわってきた。20 世紀後半から問題視されてきた霞ヶ

浦の水質汚濁も住民の努力により、一時期の状況からは大幅に回復回復回復回復し

てきた。霞ヶ浦のイメージもアップし、霞ヶ浦といえば土浦といわれ

るようにもなった。 

土浦を語る上で、魅力ある駅前地区駅前地区駅前地区駅前地区の存在も欠かせない。江戸時代

以降、繁栄を誇り県南中心都市の顔であった中心地区は一時期人通り

さえまばらな通りになってしまったが、駅前再開発事業を中心に今で

は土浦の顔として復活した。 

土浦市のもうひとつのポテンシャル、それは利便性利便性利便性利便性である。東京駅

から常磐線が直通したことにより、首都圏はいうまでもなく日本全国

からのアクセスが飛躍的に向上したことで、土浦における住環境が人

気を集めている。百里空港の開港、圏央道の全線開通ことも要因であ

っただろう。 

ソフト面での充実も著しい。土浦市は住民参加住民参加住民参加住民参加のまちづくのまちづくのまちづくのまちづくりりりりを提唱

してきた。その結果、投票率が常に全国トップトップトップトップ 10 入りするようにな

るなど、市民の意識も高まってきている。また、土浦市にも少子高齢

化の波は押し寄せているものの、行政の柔軟柔軟柔軟柔軟なななな対応対応対応対応により高齢者が元

気まちとして注目されている。 

 

ⅡⅡⅡⅡ.20年後年後年後年後のののの土浦市土浦市土浦市土浦市のののの概要概要概要概要 

（（（（1））））人口人口人口人口 

新治村も含めた新土浦

市の人口は 144,433人（平成

17年 11月 1日、両市村調べ）

で、将来人口は 20万人と想

定されている。しかし今後、

試算によると 2015 年の

147,173 人をピークに減少

に転じ、現在から 20年後に当たる 2025年には 143,475人と現在の水

準を下回る予測が立てられている。（H14 国立社会保障・人口問題研

究所試算） 

（（（（２２２２））））周辺市町村周辺市町村周辺市町村周辺市町村 

隣接するつくば市は推計

人口 23万人と、水戸市と共

に茨城県を代表する都市と

して発展する。つくばエク

スプレスは開業 20 年を迎

え、周辺開発も一段落する。

将来人口をみると、成長率

の上位はつくば市、牛久市などがある。しかし、新興都市とは対照的

に水戸市などは人口の減少が著しい。 

 

（（（（３３３３））））インフラインフラインフラインフラ整備整備整備整備 

    20 年後の土浦市周辺における主要なインフラ整備状況について以

下に記述する。 

 

 

ⅢⅢⅢⅢ.方針方針方針方針 

 私達は 20 年年年年を一つのスパンとして、20 年後である 2025 年の土浦

の姿を描いた。そこから現在とのギャップギャップギャップギャップを捕らえ、今後の政策を提

案することにした。計画期間を 20 年と設定した理由は、私達は霞ヶ

浦を土浦の最も大切な資源であると考え、霞ヶ浦再生までに 20 年を

要すると見込んだためである。 

 

 

 

ⅣⅣⅣⅣ、、、、コンセプトコンセプトコンセプトコンセプト 

私達は今後土浦市の具体的政策を考えていく上で 2 つのコンセプ

トを考えた。 

 

１、ネットワークの構築 

周辺都市との連携を深

め、土浦市の長所・短所を

補完しあう。 

 

 

 

 

 

２、市民意識の構築 

 住民参加によるまちづ

くりであることを認知し

てもらう。 

 

つくば市 

 

土浦市 

 

牛久市 

図３：周辺都市との連携のコンセプト図 

20 年後の土浦 

現在の土浦 

市が提案する政策 住民による活動 

図４：市民意識のコンセプト図 

図２：方針図 

表 1：土浦市の人口推移 
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図 1：インフラ整備状況 
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ⅣⅣⅣⅣ、、、、具体的政策具体的政策具体的政策具体的政策 

 以上を踏まえ、私達は以下の８項目について今後の政策を提案する。 

１、観光ネットワーク 

＜＜＜＜課題課題課題課題＞＞＞＞観光客観光客観光客観光客のののの集客集客集客集客 

＜＜＜＜政策政策政策政策＞＞＞＞筑波山筑波山筑波山筑波山、、、、霞霞霞霞ヶヶヶヶ浦浦浦浦をををを周遊周遊周遊周遊するするするする観光観光観光観光ルートルートルートルートのののの確立確立確立確立 

＜市民のメリット＞経済活性化 

＜市外との連携＞市の知名度アップ、観光地としての確立 

TX 開通後筑波山への観光客は前年度比 112％と増加している。つ

くば駅からのシャトルバスも増便をしている現状である。 

この現状を受け、将来的に土浦が持つ霞ヶ浦、つくばが持つ筑波山、

新治が持つフルーツライン。これらの観光資源を生かした観光周遊

ルートを構築し、観光産業の活性化を図る。 

 

 

 

 

 

２、交通ネットワーク 

＜＜＜＜課題課題課題課題＞＞＞＞市内市内市内市内におけるにおけるにおけるにおける自動車交通自動車交通自動車交通自動車交通のののの混雑混雑混雑混雑 

＜＜＜＜政策政策政策政策＞＞＞＞DMVのののの活用活用活用活用、、、、既存既存既存既存バスバスバスバス路線路線路線路線のののの活性化活性化活性化活性化 

＜市民のメリット＞高齢者にもやさしい交通体系の整備 

＜市外との関連＞地域の交通の円滑化 

・下図を見比べてみると、土浦駅前の交通渋滞は変化がない。 

 

 

 

３、住民ネットワーク 

＜＜＜＜課題課題課題課題＞＞＞＞市民市民市民市民へのまちづくりへのへのまちづくりへのへのまちづくりへのへのまちづくりへの参加参加参加参加をををを促促促促しししし、、、、投票率投票率投票率投票率をををを向上向上向上向上させるさせるさせるさせる 

＜＜＜＜政策政策政策政策＞＞＞＞NPOのののの設置奨励設置奨励設置奨励設置奨励、、、、地域別地域別地域別地域別 NPO協議会協議会協議会協議会のののの設立設立設立設立 

＜市民のメリット＞行政への参加の意識が生まれる 

＜市外との関連＞市民参加の都市というイメージが確立される 

 

４、自然ネットワーク 

＜＜＜＜課題課題課題課題＞＞＞＞霞霞霞霞ヶヶヶヶ浦浦浦浦におけるにおけるにおけるにおける水質汚濁水質汚濁水質汚濁水質汚濁 

＜＜＜＜政策政策政策政策＞＞＞＞市民主体市民主体市民主体市民主体のののの霞霞霞霞ヶヶヶヶ浦浦浦浦のののの水質浄化運動水質浄化運動水質浄化運動水質浄化運動のののの促進促進促進促進 

＜市民のメリット＞市民の手で環境を改善したという意識の構築 

＜市外との関連＞土浦市及び、霞ヶ浦のイメージアップ 

 現在、霞ヶ浦周辺には約 60 の市民主体の環境保護団体があり、霞

ヶ浦浄化に関する市民運動が活発である。また、イタリア、マジョー

レ湖では市民活動により水質が浄化した事例もあり、今後市民活動も 

促進していくことで霞ヶ浦を浄化する。 

 

５、住環境ネットワーク 

＜＜＜＜課題課題課題課題＞＞＞＞少子高齢化少子高齢化少子高齢化少子高齢化をうけたをうけたをうけたをうけた住宅地住宅地住宅地住宅地のののの空洞化空洞化空洞化空洞化 

＜＜＜＜政策政策政策政策＞＞＞＞オープンスペースオープンスペースオープンスペースオープンスペースのののの緑化緑化緑化緑化 

＜市民のメリット＞魅力ある街区の形成 

＜市外との関連＞緑地面積の増加、土浦のイメージアップ 

今後、少子高齢化の波を受け土浦市においても住宅の過剰供給など

が問題になってくると思われる。その空洞化したオープンスペースに

対して、緑地を整備する。 

 

６、福祉ネットワーク 

＜＜＜＜課題課題課題課題＞＞＞＞2025年年年年、、、、高齢者高齢者高齢者高齢者はははは 3人人人人にににに 1人人人人にににに 

＜＜＜＜政策政策政策政策＞＞＞＞土浦土浦土浦土浦シニアサポートシニアサポートシニアサポートシニアサポートバンクバンクバンクバンクのののの設立設立設立設立 

＜市民のメリット＞社会活動への参加を通した

自己実現の場の提供 

＜市外との関連＞つくば市の知識の活用、連携 

＜関連事例＞大阪シニアサポートバンクなど多

くの市町村で実績がある。 

 

７、メディアネットワーク 

＜＜＜＜課題課題課題課題＞＞＞＞インタラクティブインタラクティブインタラクティブインタラクティブ通信通信通信通信事業事業事業事業のののの発展発展発展発展 

＜＜＜＜政策政策政策政策＞＞＞＞情報化社会情報化社会情報化社会情報化社会へのへのへのへの環境整備環境整備環境整備環境整備 

＜市民のメリット＞情報共有の円滑化、市民発の情報提供 

＜市外との関連＞対外市協力で地上波デジタル番組提供 

 

８、教育ネットワーク 

＜＜＜＜課題課題課題課題＞＞＞＞地域地域地域地域とそのとそのとそのとその問題問題問題問題についてについてについてについて理解理解理解理解

をををを深深深深めるめるめるめる教育教育教育教育のののの整備整備整備整備 

＜＜＜＜政策政策政策政策＞＞＞＞土浦市民大学土浦市民大学土浦市民大学土浦市民大学のののの開校開校開校開校、、、、周辺大周辺大周辺大周辺大

学学学学・・・・研究機関研究機関研究機関研究機関とのとのとのとの連携連携連携連携 

＜市民のメリット＞地域の問題と現状

の把握による意識の向上 

＜市外との関連＞外部の人的資源活用

によるネットワークの構築 

 2004年 2005年 

筑波山観光客数（9～11月） 845,700人 947,600人 

図６：2005 年の交通状況    図 7：2025 年の交通状況 

表 3：筑波山観光客の増加 

図５：土浦周辺の観光ルート 

図８：大阪シニアサポートバンク 

図９：教育ネットワークの概念図 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

土浦北土浦北土浦北土浦北 ICICICIC    

観光観光観光観光    

ハイキングルート 

「小町の路」の整備 

観光観光観光観光    

筑波山-土浦観光シャトルバスの

運行により地域の回遊性を高める 
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住民出資の地域コミュニテ
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公共交通の強化を図る 
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川口運動公園 
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文文文文
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文文文文
市民運動公園 

霞ヶ浦 

自然自然自然自然    

グリーンベルトの構築。

河川を中心に桜並木の遊

歩道を整備、歩行者の回

遊性を確保。 

駅前駅前駅前駅前    

駅前地区の再開発。モダ

ンな街並みを作るための

デザイン規制条例などを

制定。 

住民住民住民住民    

桜町の規制緩和。 

第二の歌舞伎町として土浦の

裏の顔にする。 

 

交通交通交通交通    

駅周辺の通過交通

に対する、自動車交

通対策。 

交通交通交通交通 

商業施設の活性化。ロードサイド

ショップの自動車交通に対する

駐車場の整備。 

霞ヶ浦総合公園 
住環境住環境住環境住環境    

少子高齢化に対応

した住宅地の整備。 

観光観光観光観光････自然自然自然自然    

湖岸整備の促進。 

親水公園を作り、 

エンターテイメン

ト性（夜景の整備な

ど）の構築を促進、

集客力のアップに

つなげる。 

住宅住宅住宅住宅    

親水性のある湖

岸高層住宅街の

建設。 

交通交通交通交通    

つくばとの連携を作る高

架橋における交通システ

ムの新設。 

新治地区地域別計画 

中央地区地域別計画 
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フルーツラインの整備 
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による渋滞解消 

交通交通交通交通    

土浦駅貨物ヤードの

移転 

神立地区地域計画 

荒川沖地区地域計画 

文

文

文

文

文
文

文

文

文

▲
▲

▲ 

▲ 

▲ 

荒川沖駅前整備計画 

西口商店街を中心とした若者、高齢

者の集う場所コミュニティエリアの

拠点。 

 

福祉⇒老若交流コミュニティ 

小学生や中学生と積極的に交流

を行えるような仕組み導入 

阿見との関係性の強化 

環境 

筑波東病院、健康ロード“グリーン

ベルト乙戸沼川”の整備 

既存の小中学校と福祉施設のネットワーク

を強化 

交通 

6 号バイパス開通による渋滞緩和 

緑地 

乙戸沼公園を中心に、親水性を高

める 

流通 

桜・土浦 IC を中心とした流通

基地。 

ロードサイドショップの並ぶ

まち 

住環境 

南の窓口として、少子高齢化社会に対応した

住居整備を行う。 

駅前エリアを中心にマンション開発 


